
 

 

第１回流山市補助金等審議会会議録  

 

１  開 催 日時  令和２年１０月２７日（火）午後２時から  

２  場 所  流山市役所第２庁舎３階３０６会議室  

３  出 席 委員  中村委員、山本委員、高橋委員、山田委員、  

石井委員、笠間委員、神田委員  

４  欠 席 委員  なし  

５  事 務 局  浅水財政部長、村山財政調整課長、福吉課長補  

佐、加茂副主査、吉野主事、加藤会計年度任用

職員  

６  傍 聴 者  なし  

７  審  議  会    

（１）委嘱状の交付  

（２）財政部長あいさつ  

（３）議  題  

①会長及び副会長の選出について  

②令和３年度予算における補助金等について（諮問）  

③その他  

８  配 付 資料 

（１）ヒアリング実施補助金等一覧表  

（２）補助金等審査評価表  

 （３）補助金等審査の判断基準  

 （４）令和３年度予算要求のあった補助金等一覧  

 （５）令和２年度補助金等審議会開催予定表  

 （６）補助金等調査票・補助金等適正化実行プラン  

（ヒアリング対象分）  

 

開  議   １４時００分  

 

（事務局）  

 本日は、お忙しい中をご出席いただきましてありがとうござい

ます。  

只今から、第１回流山市補助金等審議会を開催いたします。  

事務局から本日の予定について、簡単にご説明いたします。  

 はじめに、財政部長から委員の皆様に委嘱状を交付いたします。 
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 次に、財政部長から皆様に御挨拶申し上げ、その後に委員の皆

様を紹介させていただき、次に会長・副会長の選出を行い、最後

に令和３年度予算における補助金等について諮問をさせていた

だきます。  

 それでは、委嘱状の交付を行います。  

 財政部長が皆様の席を回り、順次、委嘱申し上げますので、大

変恐縮ですが、順番がまいりましたらご起立をお願いいたします。 

【委嘱状交付】  

（事務局）  

 次に、財政部長から御挨拶申し上げます。  

（浅水財政部長）  

 財政部長の浅水です。  

 皆様には、流山市補助金等審議会の委員に御就任いただき誠に

ありがとうございます。  

今後、３年の任期の中で本市の補助金等について御審議いただ

き、様々な御意見・御指摘を答申書にまとめていただくことにな

りますが、先行きが不透明なコロナ禍において、本年度は１２月

までの期間で審議を重ねていただくことになります。   

事務局と致しましても、新型コロナウイルス感染対策には十分

に配慮して審議会を開催してまいりますので、御協力の程お願い

いたします。  

また、本年度では令和３年度予算要求に伴う補助金等について

の諮問を受け、審議会を開催し長時間に及び御審議をいただくこ

ととなりますが、皆様から頂いた貴重な御意見、御指摘は市の予

算編成作業におきまして、反映できるよう考えております。  

 委員の皆様には、これから年末にかけて何かと忙しくなる時期

での審議会開催となりますが、何とぞ、御理解と御協力をいただ

き、忌憚のない御意見を頂戴出来ますようにお願いいたします。 

 以上、簡単ではございますが、開会にあたりましての御挨拶と

させていただきます。  

（事務局）  

 次に、あらためまして、委員の皆様を財政調整課長から御紹介

させていただきます。  

（村山財政調整課長）  

それでは、委員の皆様の御紹介をいたします。  
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はじめに、学識経験を有する方々を紹介いたします。  

東洋学園大学准教授の中村  哲之（なかむら  のりゆき）様で

す。  

江戸川大学准教授の山本隆一郎（やまもと  りゅういちろう）

様です。  

次に、行政経験を有する方々を紹介いたします。  

高橋  直洋（たかはし  なおひろ）様です。  

山田   聡（やまだ  さとし）様です。  

次に、市民を代表する方々を紹介いたします。  

石井   孝（いしい  たかし）様です。  

笠間  雄三（かさま  ゆうぞう）様です。  

神田  玲子（かんだ  れいこ）様です。  

（事務局）  

次に、補助金等審議会を担当する事務局の職員を自己紹介によ

り紹介いたします。  

【部長から順に挨拶】  

（事務局）  

次に、会長・副会長の選出を行います。  

流山市の条例では、会長及び副会長は「委員の互選によって定

める」こととなっています。  

 また、「会長が会議の議長になる」と定めておりますが、まだ

会長が選任されておりませんので、会長が選出されるまでの間、

財政部長が仮議長を務めさせていただきますので、よろしくお願

いします。  

《財政部長、会長席へ移動》  

（浅水財政部長）  

 しばらくの間、仮議長を務めさせていただきますので、よろし

くお願いします。  

 それでは、「会長及び副会長の選出について」を議題といたし

ます。  

 会長及び副会長については、「流山市附属機関に関する条例」

第３条の規定により、委員の互選により定めることになっており

ます。  

 はじめに、会長を選出したいと思います。  

 立候補される方、または、どなたか推薦する方がいればお願い
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します。  

（神田委員）  

会議の進行などを考えると、市での行政経験がある方が適任か

と思いますので、山田委員を会長に推薦いたします。  

（浅水財政部長）  

 ただいま、神田委員から山田委員を会長にという推薦がありま

した。他に推薦はありませんか。  

無いようですので、山田委員に会長をお願いしたいと思います

が、皆さん、御異議ございませんか。  

《異議なしの声》  

 それでは、「異議なし」とのことですので、山田委員、会長を

御引き受けいただけますでしょうか。  

 《分かりました》  

 ありがとうございます。  

 それでは、会長が決定いたしましたので、私は仮議長の任を解

かせていただきます。  

 ここからは、山田会長に議事の進行をお願いします。  

《財政部長は自席に戻り、山田委員が会長席へ》  

（事務局）  

 それでは、副会長の選出に入る前に会長から御挨拶をお願いし

ます。  

《会長挨拶》  

（山田会長）  

 それでは次に、副会長を選出いたします。  

 皆さんいかがでしょうか。立候補される方はいらっしゃいます

か。  

 または、どなたか推薦する方がいればお願いします。  

 

いないようでしたら、私から、神田委員を副会長に推薦させて

いただきますが、いかがでしょうか。  

 皆さん、御異議ございませんか。  

《異議なしの声》  

 それでは、「異議なし」とのことですので、副会長は神田委員

に努めていただくことで、決定させていただきます。  

《神田委員は副会長席へ》  
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 それでは、副会長から御挨拶をお願いいたします。  

《副会長挨拶》  

（山田会長）  

 ありがとうございました。  

 それでは、次の議題に移る前に、委員の皆様から自己紹介をお

願いしたいと思います。  

《各委員自己紹介》  

（山田会長）  

 それでは次に、（２）の「諮問について」を議題とします。  

 事務局お願いします。  

（事務局）  

 それでは、財政部長より当審議会への諮問書を会長にお渡しい

たします。  

《諮問書を読み上げ、会長に渡す》  

（浅水財政部長）  

 流山市補助金等審議会会長  山田  聡  様。  

令和３年度予算における補助金等について（諮問）  

令和３年度予算編成において新規及び増額要求のあった以下

の補助金等について、貴審議会の意見を求めます。  

記  

１  自治会館建設事業補助金  

２  福祉タクシー利用補助金  

３  再生資源物回収事業奨励金  

４  農林水産業の振興に関する補助金（高生産推進事業費）  

５  企業等立地促進奨励金  

６  児童生徒大会派遣事業補助金  

 以上でございます。  

《諮問書の写しを各委員に配付》  

（山田会長）  

 ただいま、当審議会に対して、「令和３年度補助金等の適正化

について」諮問がありました。  

 事務局に、今回の諮問及び配付資料についての説明をお願いし

ます。  

（村山財政調整課長）  
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 それでは、私から、本日の配付資料をもとに、内容について、 

ご説明させていただきます。  

 只今、お配りした諮問書のとおり、今回の審議会では、記載の

とおり、６つの補助金を対象とし、ご審議をお願いいたします。 

現在、流山市では、新年度の予算編成作業を行っておりますが、

これから皆様にご審議をいただき、１２月末までに答申をしてい

ただくものです。  

 それでは、まず「資料１」をご覧ください。  

 今回の審議対象となる補助金の一覧になります。諮問書にも記  

載のとおり６件の補助金となります。  

 また、各補助金の予算要求額、前年度額、前年度額との比較、 

補助の開始年度、経過年数を記載しております。  

この６つの補助金を選考した基準は、１０月２０日現在で、来  

年度当初予算において、今年度当初予算額に比べ１００万円以上

増額して要望している、流山市の単独の補助金となっております。 

 市の単独補助金と申しますのは、国や県などの補助は受けず、 

流山市のみの財源で補助するものです。  

また、「資料１」に記載している補助金の内容等を取りまとめ  

た「補助金等適正化・実行プラン」を別途ファイルに綴じて、本

日お手元に配付しております。内容については、後ほどご確認を

お願いいたします。  

次に、「資料２」をご覧ください。  

 これは、ヒアリング対象の補助金について、各委員の皆様に評  

価をしていただいた内容を記入する評価表になります。  

予定として、次回の１１月１７日の審議会では、先程の６件の  

補助金について、各担当課から補助金の内容等をご説明いたしま

すので、その際に、不明な点などを質問し、個別に評価した内容

を記入していただきます。  

参考までに本日、様式を配付しましたが、こちらの評価表は、 

後ほど、皆様にメールで配信いたします。  

次に、「資料３」をご覧ください。こちらは、「評価の基準」と  

なります。  

 これまでの審議会においても、こちらの基準に基づき、評価し  

ていただいておりますので、事務局といたしましては、これまで  
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と同様の基準で、補助金の評価、審議をしていただきたく、お願  

いいたします。  

簡単にご説明いたしますと、一番左側にあります「公益性」、「公  

平性」、「必要性」、「効果」、「適切性」の５つの観点から評価して

いただきます。  

 評価は、「適切性」の下の段にある「 A の妥当」、「 B のおおむ  

ね妥当」、「 C の見直しの必要がある」、「 D の妥当性なし」の中か  

らそれぞれ判定していただきます。  

ここで、先ほどの「資料２」をご覧ください。評価表の列の中  

ほどの「公益性」から「適切性」まで、６つの補助金について A

から D の判定評価を記入していただきます。  

 また、右から２列目の「総合評価」の欄には、「資料３」の一  

番下の行の「 A の妥当なもの」から「D の不認可とすべきもの」 

の判定評価を記入していただきます。  

 次に、「資料４」をご覧ください。こちらは、令和３年度予算

要求のあった全補助金の一覧です。昨年度予算額、本年度予算要

求額、国県補助の有無、補助金の開始年度など一覧表として参考

にまとめたものです。  

なお、この一覧は、１０月２０日現在のもので、本日までに予  

算要求が多少変更となっている補助金もありますが、今回、皆様

にお願いしている審査対象の６つの補助金等についての要求額

は確定していることを申し添えます。  

これらの補助金のうち今回、審査対象外の「補助金等適正化・

実行プラン」についても、今、整理しているところですので、後

日、委員の皆様には、参考までに配付させていただく予定です。 

最後に「資料５」をご覧ください。補助金等審議会の開催予定

表となります。  

 以前、皆様には、審議会の予定表として、配付させていただき  

ましたが、審議会の日程を最終的に、このように設定させていた  

だきました。  

 一番下の１２月１８日の市長への答申書の提出に向け、ご覧の  

日程で審議会を開催いたします。  

 次回は、１１月１７日、審議対象となった補助金の担当課との  

ヒアリングを行い、１２月１日にはその結果をまとめ、１２月８  
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日、１５日で答申書（案）について審議をしていただきます。  

今年度の審議会は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り開催時期が大幅に遅れました。これにより、全ての補助金の審

議ができず、また、新年度の補助金についても例年よりも対象を

絞って審議していただくこととなりました。  

 委員の皆様には、どうか、ご理解とご協力を賜りますよう、お  

願い申し上げます。  

 以上で、私からの説明は終わります。よろしくお願いいたしま

す。  

（山田会長）  

 事務局から説明がありました。  

 何か質問等ございますか。  

（高橋委員）  

 評価表の記入の仕方ですが、いつどの時点で書くことになりま

すか。  

（村山財政調整課長）  

 次回、１１月１７日に担当課から補助金の内容について説明が

ありますので、その中で委員の皆様から疑問点などについてご質

疑いただき、その結果を評価やコメントとして整理していただき

ます。  

そして、１２月１日に各委員の評価を取りまとめ、審議会とし

て共通の評価を整理し、答申書の内容について１２月８日と１５

日に審議し、答申書を作成してまいります。  

従いまして、本日お配りした各補助金の実行プランについて次

回の審議会までに目を通していただき、疑問点やご意見などヒア

リングの中で聞きたいことを纏めておいていただければと思い

ます。  

（山田会長）  

それでは、次回までに実行プランに目を通していただき、疑問

点など纏めておいていただければと思います。  

他に何かありますか。  

（笠間委員）  

 ヒアリングは１件３０分程度で審議することになりますか。  

（村山財政調整課長）  

 全ての補助金で３０分かかってしまうと大変ですので、質疑事
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項を整理しておいていただければと思います。  

（山田会長）  

他に何かありますか。  

（山本委員）  

 今回は、市単独で１００万円以上の増額があったものがヒアリ

ングの対象ですが、減額や前年同額の補助金についても実行プラ

ンはいただけますか。  

（村山財政調整課長）  

 現在、予算要求について纏めているところですので、纏まり次

第配付いたします。  

（山本委員）  

分かりました。  

ありがとうございます  

（山田会長）  

それでは、他に質疑も無いようですので、審議の対象となる補

助金等については、本日配付されました、補助金等適正化実行プ

ランを次回の審議会までに目を通していただき、担当課ヒアリン

グの時に質疑等していただければと思います。  

 最後に、日程（３）「その他」ということで、事務局お願いし

ます。  

（事務局）  

 次回の開催日時は１１月１７日（火曜日）午後２時からとなり

ます。  

 私からは以上です。  

（山田会長）  

 以上をもちまして、第１回補助金等審議会を終了いたします。 

 本日は、ありがとうございました。  

 

閉  議   １４時５５分  

 

 

 

 流山市補助金等審議会 

会長  山  田   聡   


